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長岡市・小千谷市・燕市
信濃川流域広域幹線道路建設促進期成同盟会
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　新潟県の中央に位置する信濃川流域では、「大河信濃川」に育まれた大地や古くから
の陸の道、川の道が人・モノ・情報を結びつけ、豊かな文化が息づいてきました。
　しかし、今、「大河信濃川」と共に発展してきたこの地域も、人口減少、少子高齢化に
よる活力の衰退に直面しています。
　未来に向かって活力と魅力を高め、安心で住みよい地域として発展し続けるために
は、これまで以上に広い地域と連携し、「人」や「モノ」の交流を強めていくことが何より
大切です。
　また、中越大震災をはじめとした地震や水害、大雪などの自然災害に頻繁に見舞わ
れている近年、幹線道路のネットワーク化の重要性が再認識されています。
　信濃川流域の未来を拓き、左岸側の新たな南北軸として交流・物流・連携を支援し、
大規模災害にも強くしなやかな地域をつくる「信濃川流域広域幹線道路」の整備が強
く求められています。

※地域の声・・・平成24年度長岡都市圏交通円滑化計画策定調査業務におけるヒアリング・アンケート調査より
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　信濃川流域広域幹線道路は、国道8号・
17号と対になり、高速道路を補完する広域
幹線道路網の南北幹線です。
　小千谷市の国道117号から長岡市の国
道8号を経て燕市の国道116号に至る広域
ネットワークを形成します。

地域の活性化

災害に強い道路網の構築

都市機能の向上

信濃川流域広域幹線道路 構想図

信濃川流域
広域幹線道路

信濃川流域広域幹線道路は、地域の問題点やニーズに対応し、
魅力にあふれ、安心で住みよい地域をつくります。

信濃川左岸地域の新たな南北軸として各地
の歴史・文化・観光・産業などをつなぎ、連
携・交流を強化します。
遠かった場所が近くなります。

高速道路とも一体となった幹線道路網が強
化され、安心・安全な交通を確保するととも
に、災害時の避難路や救援物資を運ぶ道路
になります。

大型車や通過車両が信濃川流域広域幹線道
路を通るようになるので、慢性的な渋滞が緩
和・解消され、病院や商業・文化施設、新幹線駅
などの都市機能へアクセスしやすくなります。

　信濃川流域は東北圏、首都圏、中部圏、北陸圏
の中央に位置し、それぞれを繋ぐ役割を担いま
す。新潟港や新潟空港を活用した環日本海圏と
の交流も見据えます。

信濃川流域広域幹線道路は、
さらに広域を繋ぎます。

信濃川
流域

必要です!!

地域の声
※

左岸側は道路網が
複雑。合併地域や隣
接地域に気軽に行けて、地
域の一体感を生む幹線道路
がほしい。

地域の声
万が一の時、複数の
道路があると安心。
また、冬季の吹雪や凍結でも
安心して通行できる道路を
整備してほしい。

地域の声
病院や商業施設の
周辺は渋滞がひどく
てアクセスが大変。駅への送
迎も、渋滞する川西地区を通
過するので時間が心配。

心配です…

お願いします!


